














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































症例番号 年 月 日
口　臭　調　査　表
患者氏名　　　　　　　　　　　　男・女 生年月日
担当医師 住所
質問をよく読んで以下の質問に答えて下さい．
A
1．最近，他人から口臭を指摘されましたか
2．具体的にどのような内容ですか
3．過去に口臭を指摘されましたか
4．指摘を受けたのは，いつ頃ですか
｛
｛
ア．はい
ア、はい
イ．いいえ
イ．いいえ
｝
｝
B
1．今，ロ臭があるとおもいますか？
2．どれくらいの期間悩んでいますか？
3．口臭を意識したきっかけは何ですか？
4．今までにロ臭治療を受けたことはありますか
5．口臭治療を何処で受けましたか？
6．口臭を意識するのは1日の内でいつですか
｛
ア．はい
ア．起床時
工．夕食後
イ．いいえ
ア．はい
イ．朝食後
オ．いつも
ウ．分からない
イ．いいえ
ウ．昼食後
｝
7．口臭が気になるために困ることは？
8．ロ臭を減らすために何をしていますか？
C
1．歯磨きは1日何回しますか？
2．1回の歯磨き時間は？
3．歯を磨くのはいつですか？　　　　　　ア．起床時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ．間食後
4．口腔内の症状で気になるところはありますか？　｛
5．歯磨き剤は？
　回
分
イ．朝食後　　ウ．昼食後　　工．夕食後
力．就寝前　　キ．その他
ア．市販製品 イ．つけない
｝
D
1．現在，次のような病気にかかっていますか？
　ア．膿などの鼻の病気　イ．扁桃腺などの喉の病気　ウ．花粉アレルギー　エ．慢性鼻炎
　オ．喘息　力．アトピー性皮膚炎　キ．肺や気管支の病気　ク．胃腸疾患　ケ．貧血　コ．心臓病
　サ．肝臓病　シ．腎臓病　ス．高血圧　セ．糖尿病　ソ．婦人性疾患　タ．生理不順　チ．甲状腺機能障害
　ツ．便秘　テ．下痢　ト．癌　ナ．ドライアイ　ニ．その他
2．口呼吸をしていますか？　　　　　　　　　　ア．している　　イ．していない　　ウ．分からない
3．現在，服用している薬はありますか？　　　　ア．いる（薬品名：　　　　　　）　　　イ．ない
4．タバコを吸いますか？　　　　　　　　　　　　　　　ア．吸う（1日　　本）　　　イ．吸わない
5．お酒は飲みますか？　　　　　　　　　　　　ア．飲む　　　イ．少量飲む　　　ウ．全く飲まない
6．仕事あるいは人間関係などの悩みはありますか？　　　　　　　　　　　ア．ある　　　　イ．ない
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④マスクを使ったテスト
　ロを閉じて3分してからマスクをし，ゆっくり
と口から息を出し，鼻で嗅ぐ．
⑤プラーク量のテスト
　プラーク染色液を用いて自分のプラークを
チェックする．
5）治療前のアンケート
　どの口臭外来でも，初診時に全ての検査に先
立って現在の状況について生活習慣，既往歴およ
び治療歴について詳細にアンケートを行う．筆者
らの歯周病科において用いているアンケートを表
6に示す．
　このアンケートは先に述べた分類のように，A
他臭，B自臭，　Cプラークコントロール，　D口臭
に関連する項目をそれぞれ分類している特長があ
る．
おわりに
　嗅覚は，五感の1つで生命維持に非常にかか
わっている感覚であり，同じ種類の臭気が続け
ば，麻痺してしまう．さらに，臭気そのものは呼
気に代表されるように断続的に起こるので，いつ
も臭気を感じ結果として常にあるように錯覚して
しまうことが少なくない．
　現在ではロ臭の原因，診断方法ならびに診断方
法について様々なデータが提示されている．しか
しながら，口臭症の分類にあるように，口腔内外
の疾患が原因である口臭とは別に自臭症が存在す
る．物質が豊かな現代社会においては，このよう
な自臭症が疾患によるロ臭よりも増加する可能性
が大きく，また自臭症も客観的評価に基づく治療
が必要となる．また，検査機器に現れない口臭を
診断するため，患者様の信頼を得る客観的な官能
試験を行うためには，歯科医師自身が社団法人に
おい・かおり環境協会の臭気判定士等の検査資格
を取得することを目指す必要もあり，以降は筆者
自身も含め，病院としても適切な対応が必要とな
ろう．
　松本歯科大学病院における口臭への取り組みは
日々行われており，口臭治療については客観的
データや症例をまとめ，以降報告したいと考えて
いる．
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